
中島公園東通横断歩道橋の取り扱いに関する協議会（第１回） 

 日 時：令和元年6月 21日（金） 10時 30分～11時 20分 

 場 所：豊水会館 2階会議室
出席者：19人
＜内訳＞ 地域の方：９人、学校関係者：１人、警察関係者：１人、札幌市：８人 

出席者紹介 

協議会開催趣旨説明 

  札幌市では平成 24 年度に「札幌市横断歩道橋のあり方検討委員会」を開催し、

その提言を受け、「札幌市横断歩道橋の撤去に関する考え方」、「横断歩道橋の検討

フロー」を整理した。この考え方では、利用者が少ない条件に該当する横断歩道橋

について、撤去候補と位置付け、地域に対して歩道橋撤去の提案を行うこととした。

その後、５年毎に調査・見直しすることとし、平成 29 年の見直しで当横断歩道橋

が撤去候補と位置付けられた。 

  本協議会は、「横断歩道橋の検討フロー」の流れに基づき開催するものであり、

札幌市から歩道橋撤去の提案を行ったうえで、撤去、存続について議論し、撤去す

るかどうか判断するものです。 

中島公園東通横断歩道橋の現状及び利用状況について 

  資料により説明 

歩道橋撤去の提案

  資料により提案 

撤去、存続に関する意見交換   〇町内会・地先・小学校  ◆市・警察 

調査

〇人数の資料が直近で平成２８年９月とはずいぶん古い。できれば去年とか今年の

ものがほしいから、第２回の協議会では今年の実数をまとめてほしい。

〇昨日たまたま 7：30 に中島公園の前を通った。歩道橋を下ってくる女の子二人
いて、利用者はいるんだなぁと思った。なぜその人はライフォート前信号を渡ら

なかったか気になる。

〇利用時間の調査も 7時から 19時だが、深夜使っている人もいるので、そこのへ
んは必ず実施してほしい。

〇調査の数値のことだが、単純に子供だけ見ていくと、16年調査で 5人、25年調
査で 38人、28年調査で 3人と少なく、3人というのはどうなんだろなと思う。
◆調査については 5年ごとに見直しの検討を行っているが、持ち帰って検討したい。



安全対策

〇横断歩道橋撤去の提案については理解できるが、撤去した後に起こりうる問題点、

例えば事故対策等の想定はどのようになっているか。

◆近隣に横断歩道と手押し信号機が 100ｍ行ったところにある。そういった状況な
ので横断歩道をつけるのは難しいとは思うが、警察の判断になる。

◆信号機設置には基準があり、横断歩道と横断歩道の間は 150ｍ以上間隔を設けな
ければならという基準がある。もしここでつけたとすると、片方は 90ｍもう片
方は 120ｍとなってしまい、基準の外になってしまう。この場所に設置するのは
難しい。

◆また、信号機のない横断歩道となると、4車線道路であるし、実際車が止まるの
かと考えると難しいと思うし、現実的ではない。

◆撤去した後、横断歩道のあったところでの乱横断等が考えられる。柵が高さや長

さがこのままでいいのか含めて考えていかなくてはいけないと考えている。

◆柵の設置は札幌市でも行うことができる。ヤマハのあったところが空き地となっ

ているが、そこに建物が建つのかどうかわからないが、そういったことを踏まえ、

どの範囲で柵を設置するのがいいのか高さがどのようなものがいいのか、これか

らこちらの方で考えていかなくてはならない。

〇撤去ありきの提案となっているが、しっかりと安全対策を考えないといけない。

〇最近、大津の幼稚園児がひかれるという事故もあったが、ガードレール等があれ

ば命助かったのかなという気がする。そのような形で札幌市に考えてもらいたい。

◆横断歩道橋の両側の歩道にロードヒーティングがはいっている。道路占用として

市のものではないロードヒーティングがあるので、出入り口をどうするか、ロー

ドヒーティングどうするか、撤去が決まれば、その後どうなるか、柵がどのよう

になるかはその時にならないと具体的な話ができない。

小学生

〇資生館小学校の生徒はスクールバスに乗る際に横断歩道橋を使わない。

〇スクールバスに乗車登録していても、利用しないという子がいる。

〇スクールゾーン実行委員会の次回は 11月ですよね。南 7条の歩道橋を撤去する
ときも、撤去するにあったての色々なケアが資生館小学校に伝わっていなくて、

たまたま自分が関わっていたので、スクールゾーン実行委員会に行って、今度撤

去することになっており、きちんと児童に対する対応をしているかという話から

資生館小学校が動いて対応した。

撤去理由

〇マンションも建ってきており 28年当時とは状況が変わってきている。今回の横
断歩道橋撤去は、MICE施設に関係して景観を配慮しての撤去ではないのか。
◆MICE 施設とは別な話で、あくまでもあり方検討委員会の中で利用者や近隣に
横断歩道があるなどを踏まえたうえでの撤去提案をしている。



〇南７条の横断歩道橋撤去のときもそうだと思ったのだが、歩道橋が劣化してこと

について、それを直すだけの予算を計上していかなければならないという方針が

第一義で、撤去するのではないのか。

◆歩道橋が必要であるとか、利用者が多いという状況であれば、残す必要も検討す

る。今も撤去の提案をさせてもらったが、地域の方々で存続したほうがいいとい

う意見があれば、存続という判断もある。

◆お金の話があったが、作ってから 40、50年たってるので、維持管理・補修する
のに結構な費用がかかっているというのが現状だ。提案に示した内容が撤去の理

由となっている。

〇螺旋階段は危ない状況である。自転車と歩行者の見通しなど良くはない。

賛成反対

〇どちらになったとしてもそれに従う形で考えている。なにを作っていくか決まっ

ていない。

◆地先と事前に連絡とり、管理している部署の方にはこの話をした。横断歩道橋は

ない方が良いと言っており、協議会には不参加すると聞いた。

◆お客様の動線が横断歩道橋になく直接関係しないので協議会に不参加でお任せ

するとのことだった。

その他

〇空き地の方などの利用者のことも考えて、撤去の話を進めてほしい。

〇MICE 施設の計画がまだ見えてこないが、横断歩道橋はあった方が便利ではあ
る。

〇新しい横断歩道橋を MICE 施設に直結というパターンも考えられる。歩道橋の
脚が歩道にないことにより歩道幅はそのまま確保できるとも考えれる。

◆螺旋階段の部分がパークホテル側の敷地に入っている。土地の持ち主はパークホ

テル側だが、札幌市が使用承諾で道路区域に入れ、道路として使わせてもらって

いる。

◆他の地先は、横断歩道橋を渡ってパークホテルの敷地を横切ってまっすぐ行くと

公園の中に地下鉄の出入口がありお客様の中に横断歩道橋を利用している人が

いると言っていた。しかし、公共道路があってその道路を通っているわけではな

く、他人の私有地を横切ってわたっている人の利用に対して、どうなのかという

ことはある。将来的にパークホテルや MICE 施設がどのような形になるのか見
えておらず、もしかすると通れなくなる可能性もある。いまの段階では通れるけ

ど、MICE施設等により通れなくなったときに、やっぱりいらないという意見が
でてくる可能性もある。



今後の進め方

（１）各団体への意見周知について

◆豊水地区の第一・第二町内会、資生館小学校において意見周知を実施してほしい。

添付書類 6.7で資料を作成してみた。この内容で問題なければ、必要部数言って
もらえれば用意する。回覧板だとか周知のものに使ってもらえれば助かる。

〇南 7 条西 1 丁目の横断歩道橋のときは、撤去をする前提で階段の入口出口に掲
示をしてもらった。電話またはホームページで撤去する考えを通行人に意見をも

とめるものだった。

◆ホームページ掲載や現地歩道橋に掲示をして意見を募るという方法を一緒に進

めていきたい。

◆町内会、学校、保護者の方に周知と意見の集約をお願いしたい。資料を活用して

もらいたい。この内容を見てもらって問題なければ、回覧に必要な部数をお送り

する。

〇役割として周知はよくわかるが、集約はどのようなイメージなのか。

◆意見については道路管理課までご連絡という形にしたい。

〇電話かけれない人は夜メールする。ホームページも必ず必要。

（２）市民意見収集について

◆今日の協議会についてホームページでも報告して、横断歩道橋のところにも実際

意見募集のチラシに張りつけることを考えている。それを見て使っている方が意

見を出してもらえるようにしていく。

（３）第２回協議会のスケジュール

◆2.3か月後くらいで他の協議会も行ってきている。9月頃に第 2回を開催できれ
ばいいと考えているが、皆様の都合もあるので、スケジュール調整させてもらい

たい。第 2回の協議会では今回持ち帰った内容に関する意見を集約してもらって、
意見を踏まえて、歩道橋を撤去するかどうかの方向性の確認をして、撤去という

結論になった場合には、撤去後の安全対策などについて、議論してもらって最終

的に報告書をまとめる予定だ。他の横断歩道橋もそうだが、そこで決まったから

すぐ撤去というわけではなく、予算の関係があり、歩道橋を撤去するための工事

の内容を設計する業務と実際の工事がある。1つの年度内でやろうとすると、春
先から設計をして、工事をするのが冬になってしまうので、年度を別に設計した

次の年に早ければ撤去となる。

〇この資料を回覧で配るというのは、みなさんこれだけ字を書いていたら見ないと

思う。もっとシンプルに。皆さんに意見を集めたいという文書ではない。撤去あ

りきというような文章ですね。

◆内容をもう一度考させてもらい、文案出来たら相談させてもらいたい。

（協議会後、修正済）

◆9月ということで記載をしたが、先ほどの調査の件もあるので、流動的になるか
もしれない。あらかじめ皆さんに相談させてもらいたい。


